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オーティコン補聴器　プレジデント　木下 聡

　私どもは長年「People First」を企業理念として補
聴器の製造・研究開発に取り組んで参りました。
People とは聞こえに悩む方であり、難聴によりお一
人ひとりの生活にどのような支障や困り事があるかを
考え続けてきました。
　聞こえの悩みはきわめて個人的なものです。家族や
友人の会話から取り残され孤独な思いをしたり、優れ
た能力があるにもかかわらず難聴が仕事上のハンディ
キャップになったり、重度難聴の方では発話さえ困難
になります。一見、他人には気づかれない障害ですの
で、それだけにご本人には辛いものです。
　私たちは聞こえに悩む方の日常生活に起こるさまざ
まな障害を取り除き、難聴による制限のない世界の実
現を目指しています。これまで培ってきた聞こえに悩
む人たちを第一に考える姿勢は変わりませんが、本年
からその意志をさらに進化させ「life-changing 
technology」を企業理念として掲げることとしました。
聞こえに悩む皆さまの日常生活の支障や困り事が大幅
に軽減され、毎日の暮らし、ひいては生き方が変わる
体験をご提供する――それはご本人のみならず、周り

Life-changing technology
難聴の方の暮らしが変わる。
それが私たちの目標です。

FACE

にいる大切な方々の幸せにもつながると考えます。
　そのために私たちは聞こえの問題や聴力と脳のメカ
ニズムをより一層深く理解し、常に先進的な技術を搭
載した製品を提供して参ります。私たち社員の一人ひ
とりが先入観にとらわれず、自分たちの限界を自分で
決めず、これまで以上にお客さまの語りに耳を傾け、
広い視野と探求心を持って仕事に取り組んでいく所存
です。お客さまの生のお声は、多くの示唆や新たな気
づきが得られる、貴重なヒントの宝庫です。どうか、
お電話やインターネットなどを通じて、私たちに率直
なお声をお寄せください。

木下聡　2009年オーティコン株式会社（現Audmet 株式会社）入社。
2011年より現職。趣味はランニング。

週末は15Kmほど走ってリフレッシュする。
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　夕方、愛犬の散歩を終えて帰宅すると、ドアの中から孫たちの元気な声が聞こえます。
　「よしよし、今日も来ているな」
小学校、保育園に通う 2人の孫たちが、共働きの両親のお迎えを我が家で待つのです。
　笑い声が耳に快く響き、私の顔はついほころんでしまいます。夕食までのひとときを学校や保育園の
できごとを聞いたり、トランプで遊んだりしながら過ごす。だん
だんと日が落ちて、空の色が刻々と変わりゆくこの時間が私にとっ
ていちばん心安らぐ時間です。

　補聴器を使うようになったのは、一昨年の秋でした。
家族に呼ばれても気づかなかったり、食事中も家族が何を話して
いるのか聞き取れなかったりして、会話が楽しめなくなっていま
した。本来私は人に会い、話をすることが好きな性格なのですが、
いつの間にか “寡黙な父”になっていました。一緒にいても、会
話に加わろうとしない私を、妻や娘夫妻は心配していたようです。

自分から動き、
新しいことにもチャレンジしたい。
パソコンで英会話を学んでいます。
神奈川県 齋藤武弘さん

LIFE

長年保険会社に勤務していた齋藤さん。
退職後の現在は、朝夕の犬の散歩と夫婦二人分の
洗濯が日課に。

聞こえの詳細な検査は、耳鼻科専門医を受診してください。補聴器は適切なフィッティング調整により、その効果が発揮されます。しかし、装用者の聞こえの状態によっては、その効果が異なる場合があります。

「あなたのライフチェンジ！キャンペーン“補聴器と共に過ごす豊かな時間エッセイ・体験談募集”」にご応募くださったお客様の作品の中から、
弊社編集部で新たに取材・構成の上掲載させていただきます。



　低下していく聞こえを補聴器できちんとケアするようになってからは、再び家族との会話もスムーズ
になり、食事が楽しくなりました。“寡黙な父”卒業です。
　孫たちの話に耳を傾けていると、育ち盛りの彼らが柔軟な頭でどんどん新しい体験を重ね、知識を吸
収していく速さに驚かされます。一方、今年 74 歳の私自身はと言えば、仕事が一段落して以来自宅で
静かに過ごす時間が増え、新しいことに取り組むのが面倒になっていました。
　自分から動かなければ、という思いが芽生え
た私は、この春からインターネットで英会話の
レッスンを始めました。学生時代、ESS（英語
研究会）に参加していたので、英語の勉強は苦
になりません。しかし、もう一度初歩から学ぼ
うと考えたのには理由があります。
　東京 2020 オリンピック・パラリンピック
のボランティアに応募し、新国立競技場での案
内係に選ばれたのです。
　残念ながら今年は延期されることになりまし
たが、実現の折には、全国から集まる若いボラ
ンティア仲間との出会いも楽しみですし、何よ
り世界各地から来られる観客の皆さんと言葉を
交わすことが楽しみ。自然に英会話の勉強にも
力が入ります。                         (2020年 3月取材 )

パソコンの動画の音声もしっかり聞き取れる。週末には大学時代の仲間と
インターネットで通話しながら麻雀ゲームを楽しむ。
齋藤さんにとってパソコンは補聴器ともども、なくてはならない相棒だ。

【賞品】 優秀作品（Web マガジン「Change」掲載作品）：商品券 1 万円分　       
入選作品：商品券 5000円分
【応募方法】　ご氏名、ご住所、電話番号を明記の上「オーティコン補聴器 ラ
イフチェンジ！キャンペーン事務局」宛にお送りください。ペンネームでの掲
載をご希望の方も、ご応募は必ずご本名でお願い申し上げます。
Eメール：jp.marketing@oticon.co.jp　　FAX：044-543-0617
郵送：〒212-0013 神奈川県川崎市幸区堀川町 580 番地ソリッドスクエア西
館 16 階
【締切】2020年12月31日（郵送は当日消印有効・メール、FAXは当日24時まで）
※優秀作品の選考対象は 10 月 31 日迄のご応募分までとさせていただきます。

※注意事項：ご応募に際しては下記にご同意いただいたものとします。
・応募作品はご自身により創作された未発表のものに限ります。
・応募作品は返却いたしません。また、入選・優秀作品の発表や冊子掲載に関する著作権は、二次利用を含め、
  オーティコン補聴器に帰属するものとします。
・二重投稿や著しい類想類句が判明した場合は、受賞を取り消す場合があります。
・個人情報の取り扱いについては、左記URL に記載の「個人情報の取り扱いについて」をご確認ください。

あなたのライフチェンジ！キャンペーン応募方法 オーティコン補聴器では、あなたの作品をお待ちしております。
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■あなたの体験談「補聴器と過ごす豊かな時間」
補聴器を使用されるようになってからの「豊かな時間」をテーマに「楽しかっ
た思い出」「お気に入りの過ごし方」「夢中になっている趣味」などを 400 字
程度の短文にまとめてご応募ください。Web マガジンに掲載させていただ
く場合は弊社スタッフがお伺いし、より詳しくお話を聞かせていただきます。
ご本人のほか、ご家族、親近者の方からもご応募いただけます。
■川柳「一聴来福」
補聴器や聞こえに関する川柳をお寄せ下さい。1回の応募で５篇まで応募できます。

【締切】2020年12月31日（郵送は当日消印有効・メール、FAXは当日24時まで）
【応募資格】オーティコン補聴器をお使いの方、またはそのご家族・親近者
【発表】キャンペーン特設サイト
https://www.oticon.co.jp/event/lifechgcamp　
または本Webマガジン「Change」上に
掲載させていただきます。



　私は補聴器製造部門の環境整備を担当する、技術管
理チームに所属しています。実は私自身難聴で、補聴
器ユーザーです。だからこそ補聴器製造に携わりたい
と思い、1 年前に入社しました。オーティコンを選ん
だのは、基礎研究に裏付けられた技術力に魅かれたか
ら。実際に自分で装用してみて、単に音を増幅させる
だけではない、音の方向や距離感がわかる技術力を肌
で感じています。補聴器はお客さまの耳の形に合わせ
て熟練した人の手で精巧に仕上げる必要があります。
そのため、現場担当者の声も聞きながら作業がスムー
ズにできるように作業の流れや分担、製造設備や機器

製造部門の橋渡し役として、
お客さまのご要望に応えたい。

補聴器についてのご相談、資料請求は

オーティコン補聴器お問い合わせ窓口

TEL 0120-1133-21（フリーコール）
受付時間　平日9：30～17：30（土日祝日を除く）

www.oticon.co.jp オーティコン　検索

〒212ｰ0013　神奈川県川崎市幸区堀川町580番地 ソリッドスクエア西館16F
電話：044ｰ543ｰ0615（代）ファックス：044ｰ543ｰ0616

プロダクションサービス部　技術管理チーム　八重樫 秀明

編集後記

SCENE

などを調整するのが私の仕事。お客さまのご要望にも
お応えし、すぐにお応えできない場合は、社内のさま
ざまな部署と連携して解決を目指します。時間をかけ
努力した仕事でお客さまから「選んで良かった」とい
うお声をいただくのは嬉し
く、仕事への活力になってい
ます。これからも社内の橋渡
し役として、常にお客さまの
存在を意識しながら自分の役
割を果たしていきたいと思い
ます。

新しく導入された機器はまず自分で試用し、確認する。 製造機器の精度管理も仕事のひとつ。

オーティコンは、創業者のハンス・デマントが、
難聴の妻の人生をより良いものに変えたい、
という想いから生まれた会社です。116年たっ
た今も、その想いはいまだにオーティコンの
根底に流れており、オーティコンの企業風土、
社員一人一人の働き方に響いています。本ウェ
ブマガジンは、オーティコンの企業理念が

「Life-changing Technology」となったこと
をきっかけに、改めてオーティコンのことを
知って頂きたいという気持ちから発行されま
した。ここで集められた様々な言葉に触れる
ことで、オーティコンのことを少しでも身近
に感じて頂ければ幸いです。
 （ソリューションマーケティング部長・山地隆之）


